
植物の生長に及ぼすＦＦＣの作用乾害・塩害・霜害抵抗性に及ぼすＦＦＣの作用 ㈱赤塚植物園
生物機能開発研究所 調べ

シロナの耐乾性の比較実験１

シロナの細胞活性度を比較（実験１より）実験２

ＦＦＣエースを用土に混ぜたシロナの糖・ミネラルを調べる実験３
シロナ

気孔から蒸散

乾燥

（培養土を使用し採種）

地上部・地下部の様子

実験方法

実験方法

●●ＦＦＣを活用すると●●●●ＦＦＣを活用すると●●

①無処理区

②無処理＋潅水量1/2

③ＦＦＣエース２％を用土に混入

④ＦＦＣエース２％を用土に混入、潅水量１/２

①気孔を閉じる

②細胞内に糖・アミノ酸などを蓄積

温室内で
約３週間培養

乾燥状態になると、植物はどうするのだろうか？

結果

結果

ＦＦＣ資材を使うと乾燥に強くなる

ＦＦＣエースを２％混ぜた用土のシロナ

細胞の浸透圧上昇

細胞内に糖・ミネラルなどが蓄積？

ＦＦＣ資材活用植物は乾害・塩害・霜害に強い

細胞の浸透圧を上げる

水を吸収しやすい！
水が出て行きにくい！
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例：砂糖水

浸透圧
高い

濃 薄

半透膜（セロハンなど）

細胞膜

浸透圧
低い

植物細胞

細胞の浸透圧が高い
→水が入ってくる

細胞の浸透圧が低い
→水が出ていく

マンニトールで濃度を調製

酵素液の濃度＝細胞の濃度→プロトプラストは壊れない！

プロトプラストの浸透圧を調べる
細胞壁を取り除いた細胞

（プロトプラスト）で浸透

圧を調べる

細胞の浸透圧を調べる

プロトプラストの浸透圧（細胞内の濃度）　

酵素液の浸透圧
＝細胞の浸透圧

正常なプロトプラストを数える

酵素液の濃度
＝細胞の濃度
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エース処理したシロナ→糖量 増 エース処理したシロナ→無機物（ミネラル） 増

水を吸収しやすい

シロナの総糖量 シロナの無機物（ミネラル）量
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平成16年、台風５号の潮風害
（山形県）

平成18年、１０月の初霜
（北海道）

平成６年、大干ばつ
（三重県）

未使用区のみ白穂化し、枯れ込ん 未使用区のみ凍結し、枯れ込んだ未使用区のみ生育が阻害されている
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エース処理したシロナ

苗中の
糖・無機物（ミネラル）量が増加

水が出ていきにくい
水を吸収しやすい

細胞から

状態になっていた

細胞の浸透圧上昇

乾燥害

エース処理したシロナ→糖量 増

潮風害 霜害

・気孔が閉じることで、 
光合成が妨げられる

・細胞内の水が減少し、 
　細胞が壊れる

・塩分が作物体表面に付着し
て急激な脱水作用をおこす

・細胞内の水が凍って    
しまい、細胞が壊れる

細胞の浸透圧上昇

耐乾燥性

耐塩性

耐霜性
凝固点（氷点）降下により、　　
細胞内の水が凍りにくくなる

水が出て行きにくい＆
水を吸収しやすい状態
になる

ＦＦＣ資材

エース処理区のプロトプラスト→浸透圧が高い→水が出て行きにくい
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浸透圧とは

それぞれに細胞壁を取り除いた細胞（プ

ロトプラスト）を入れる

正常なプロトプラスト
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結果

まとめ

耐乾燥性

=

土壌微生物の
多様化

土壌の
肥沃化・団粒化

病原菌の
増殖抑制

根の伸長促進
機能向上

地上部成長促進 光合成促進

細胞内の
糖・ミネラル量増加

細胞浸透圧上昇

乾燥・塩・霜害
耐性向上

病害抵抗性向上
収量増加

食味向上

葉緑素合成促進

植物が健全に成長


